「社会と関わるSocially Engaged Art」の展開 : 1990年代-2000年代の動向と、日本での活動を参照して by 小泉 元宏
  
 









学 位 の 種 類 博 士 （学 術） 
学 位 記 番 号 博  音  第  201 号 
学位授与年月日 平 成 23年 ３ 月 25日 
学位論文等題目 〈論文〉「社会と関わる（Socially Engaged Art）」の展開：1990年代－2000
年代の動向と、日本での活動を参照して 
論文等審査委員 
（総合主査） 東京芸術大学 准教授 （音楽学部） 毛 利 嘉 孝 
（副査）    〃    教 授 （  〃  ） 熊 倉 純 子 
（ 〃 ）    〃    准教授 （  〃  ） 市 村 作知雄 
（ 〃 ）    〃    教 授 （  〃  ） 檜 山 哲 彦 

































































 (1) 日本ではほとんどまだ紹介されていない「社会と関わる芸術」や「関係性の美学Relational 
Aesthetics」といったコミュニティにおける協働作業やコミュニケーションを基盤とした芸術様式
の理論を検討しつつ、その将来の可能性を論じたこと。本論文は、文化社会学、文化研究、文化政
策学におけるこの領域の今後の研究の出発点となる基本的な視座を示した論文として高く評価でき
る。 
 (2) 現在進行中の日本国内の芸術祭や音楽祭において詳細なフィールドワークを行い、それを国際的
な「社会と関わる芸術」の動向と比較検討しながら、その先進性と可能性、そして問題点を丁寧に
論じたこと。特に国内外でも高い評価を得ている新潟の「大地の芸術祭・越後妻有アート・トリエ
ンナーレ」に焦点を絞り、美学的側面と社会的側面の両方から行った理論的検討は、緻密な実証と
綿密な理論構築に支えられたすぐれた研究として評価できる。 
  
 (3) 上記の理論的枠組みと実証研究の上で、「サイトウ・キネン・フェスティバル松本」をはじめとす
る国内の芸術祭、音楽祭の現状の評価の見取図を描き出したこと。近年増加している「町起こし」
や「地域振興」と芸術、音楽の関係に対する一定の評価の方法を、本研究は示すことに成功してい
る。 
 博士論文審査会においては、それぞれが上記の件について高い評価が与えられる一方で、芸術作品に
内在する形式における美学と芸術祭や音楽祭の協働的な活動形式の評価が混乱しているのではないか、
あるいは、紹介する事例が多岐に渡り、詳細を分析しきれてはいないのではないか、といった問題点が
指摘されたが、それぞれに対して口頭で一定の満足のいく回答が得られたこと、さらに、申請者自身が
既に発表した学術論文（含む三編の査読付論文『文化経済学』『芸術と福祉』『音楽教育学』所収）等で
十分に議論していることから、審査員全員一致で総合審査において合格と判定した。 
